
令和４年度 島しょ型資源循環社会構築事業

１ 目的

離島市町村を含めた県全域でリサイクルを推進するため、資源循環コストを低減した効率的なリサイクル
体制を整備し、島しょ地域に適した資源循環社会の構築を目指す。

２ 対象地域

沖縄県全市町村及び一部事務組合を対象とした。
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３ 対象廃棄物

①プラスチック
②バイオマス（食品、木等）
③プラスチックを除く容器包装
※原則、一般廃棄物を対象とした。
産業廃棄物を含めたほうが、リサイクルの効率化が図れると見込まれた場合は、検討の対象とする方針とした。

４ 事業概要

✓沖縄県に適した効率的なリサイクルの手法・体制について、有識者、市町村、事業者等からなる
「島しょ型資源循環社会構築検討委員会」において検討を行った。

✓検討を行うにあたり必要となる資料作成等のため、市町村等の現状を調査し、その結果の整理・分析を
行った。これら調査で不足する情報等については、現地調査やヒアリング等を行った。

✓検討結果等を踏まえ本県に適したリサイクルの手法・体制について、
「島しょ型資源循環社会構築検討委員会」から沖縄県に対する提言を行った。
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５ 調査・検討内容

文献調査

第１回・第2回検討委員会
アンケート

第2回検討委員会

組成分析調査

ヒアリング

第2回検討委員会
①
調
査

②
結
果
整
理

沖縄県内の
リサイクルフロー

第3回検討委員会

市町村間
リサイクル率の整理

第3回検討委員会

③
分
析

課題の整理

第3回検討委員会

要因分析

第3回検討委員会

リサイクル手法・
体制分析（対策検討）

第3回検討委員会

沖縄県に適したリサイクル体制の提言
（構想検討）

第3回検討委員会

現地視察※

第2回検討委員会

廃棄物処理状況
個別表（カルテ）

④
検
討

※福岡県大木町の「おおき循環センターくるるん（バイオガス発電施設）」で現地視察を行った。
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６ 沖縄県に適したリサイクル体制の提言（プラスチック及び容器包装）

【基本方針】

プラスチック及び容器包装の
リサイクルに係る

地域のあるべき姿の構想図

対象廃棄物を資源として県内で
循環させ、本島・離島における
リサイクルの地場産業化等を図る

「沖縄県独自の資源循環の確立」、
「持続可能な廃棄物処理体制の確保」、
「適正処理の徹底」の3つの
基本方針のもと、

地域循環共生圏形成による
持続可能な沖縄※に向けて推進する

※沖縄県廃棄物処理計画(第五期)
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７ 沖縄県に適したリサイクル体制の提言（バイオマス）
バイオマスのリサイクルに係る
地域のあるべき姿の構想図

基本方針は、
「プラスチック及び容器包装」と
「バイオマス」で共通しており、

県内でのバイオマスの循環、
リサイクルの地場産業化を図ると
ともに、地域循環共生圏の形成に
よる持続可能な沖縄に向けて
推進することとする。

【基本方針】


